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（ご紹介）

桐蔭学園小学校 副校長
東京学芸大学卒業後、2005年度より都内の私立小学校
で司書教諭として勤務。2019年度より桐蔭学園小学校
に司書教諭として着任し、現在は副校長として勤務。

石故裕介(いしこ ゆうすけ)

桐蔭学園小学校 教諭 教務主幹
東京学芸大学卒業後、2007年より都内の私立小学校で
教諭として勤務。2011年度より桐蔭学園小学校に教諭
として着任し、現在は教務主幹として勤務。

瀬山郷平(せやま きょうへい)







それではご覧ください



桐蔭学園⼩学校の
探究学習について

副校⻑ ⽯故 裕介
教務主幹 瀬⼭ 郷平



総合的な学習の時間とは
総合的な学習の時間は、

変化の激しい社会に対応して、探究的な⾒⽅・考え⽅を働かせ、
横断的・総合的な学習を⾏うことを通して、よりよく課題を解決
し、⾃⼰の⽣き⽅を考えていくための資質・能⼒を育成すること

を⽬標にしている



探究とは
【課題の設定】
体験活動などを通して、課題を設定し課題意識をもつ

【情報の収集】
必要な情報を取り出したり収集したりする

【整理・分析】
収集した情報を、整理したり分析したりして思考する

【まとめ・表現】
気付きや発⾒、⾃分の考えなどをまとめ、判断し表現する



６つのキーコンピテンシー



桐蔭学園⼩学校の探究学習の位置づけ
・桐蔭学園の学びの三つの柱
アクティブラーニング
探究学習
キャリア教育

・⼩学校の学びの中⼼→探究学習
グローバル教育、ICT教育も合わせ、⼩学校時代の
学びの中⼼に設定し、各教科がそれを補完する。



探究型学習のイメージ図



6年⽣ 探究学習の歩み
①【課題の設定】体験活動などを通して、課題を設定し課題意識をもつ
②【情報の収集】必要な情報を取り出したり収集したりする
③【整理・分析】収集した情報を、整理したり分析したりして思考する
➃【まとめ・表現】気付きや発⾒、⾃分の考えなどをまとめ、判断し、表現する』

⼦どもが⾃分事として課題を考える

社会課題について考える



6年⽣ 探究学習の歩み
1学期

⽇台交流

鎌倉校外学習

2学期

多⽂化共⽣

⾃分の興味関⼼×多⽂化共⽣

3学期

ポスターセッション

探究学習の振り返り
〜ポートフォリオ〜



6年⽣ 探究学習の歩み
【課題の設定】⾃分の興味関⼼を深掘りし、テーマとの関連を探る



6年⽣ 探究学習の歩み
【情報収集、整理・分析】課題を設定⇒全体を⾒通す⇒調べ深める



6年⽣ 探究学習の歩み
【まとめ・表現】根拠・反論を整理⇒⼩論⽂⇒ポスター



6年⽣ 探究学習の歩み
より深い学びへ(ルーブリック・関連性を探る活動など)

⾃分の発表の動画を撮影



6年⽣ 探究学習の歩み
学習成果をポスターセッションで発表



6年⽣ 探究学習の歩み
探究学習を振り返り、本質的な問いを考える

問い「多⽂化共⽣を実現するために⼤切なことは？」



6年⽣ 探究学習の歩み

11⽉17⽇ 3⽉9⽇

今後の課題
・体験活動を増やす、深める
・社会課題と⼦どものつなぎ⽅
・系統的な探究学習



最後までお聞きいただきまして、
ありがとうございます。
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